
番号
項目又
ペ

意 見 内 容

1 全般 第１項や第一項 漢数 算用数 混在し い 統一 こ

「 全般
候補 い い 優良農地 あ 農用地区域内農地
及び土地改良 業 受益地 あ 農地 在 選定 際 優良
農地へ 影響 い 勘案さ い

」
動物
植物

現道活用 及び天竜川沿い 並び そ 周辺 地域 ヤ 県
VU 国EN 等 要 動物及び植物 生息 生育地 い 可能性 あ こ

こ 動植物全般 わ 調査を実施 方法書以降 手続
い 専門家等 助言を踏まえ 調査 予測及び評価を行い そ 結果

を踏まえ 環境保全措置を検討 こ

4 動物
魚類

ヤツ 湧水環境 出現 そ く南方種 相当 県VU 国VU ア
瀬や 瀬 県NT 国VU 生息 可能性 高い 同様 配慮い い

5 動物

両生類
両生類 ヤ エ 県（R 国EN エ 県 NT；国 NT
ア イ 県NT 環境省NT 生息 可能性 高い こ 生息 影
響 及 い う 配慮さ い
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6 動物

鳥類
計画地 近い林や河岸段丘林 県VU 国NT や ク 県VU
国NT 希少 猛禽類等 生息し い 可能性 あ ま 近 県内 主要
河川 崖地 ヤブ 県EN 国VU 営巣 確認さ い こ あ

水田や果樹園 農耕地や河川等 希少 鳥類 ア 県EN 国EN
やイ 県NT 等 生息し い 可能性 あ そ 生息状況調査
を こ い 生息 確認さ 場合 専門家等 助言を踏まえ 環境保全措置
を検討 実施を行うこ

7 動物
河岸段丘林 動物 移動 し 利用さ い 可能性 あ そ

状況を把握し 移動等を分断し い う 配慮を 願いし い

8 5ペ
表」-1。1) 1.土壌

土壌汚染対策法 指定さ 区域 あ を 土壌汚染対策法 基 く形質変
更時要届出区域 指定さ 区域 あ 修正 こ

重 重ペ
表」-」。1) 水道 整備 状況
汚水処理人口普及率 H「5 度末 H「6 度末 値 更新 こ

10
重～10
ペ

表」-」。1) 。「) 。」)
業実施想定区域 天竜川及び 峰川 あ こ 漁業法 基 く第 種共

同漁業権 内共第6号 天竜川漁協 免許さ い 漁業法 基 く漁業権
記載 い そ を明記 こ

11 10ペ

表」-」。「) 8.土壌汚染対策法第六条 規定 指定さ 区域
土壌汚染対策法第六条 業実施想定区域及びそ 周囲 指定さ 区域 あ

を 土壌汚染対策法第 条又 第11条 業実施想定区域及びそ 周囲
第11条 規定 指定さ 形質変更時要届出区域 あ 修正 こ

1「 1「ペ
表」-4。「)
社会的状況 把握 用い 文献 資料 天竜川水系伊那圏域河川整備計画 長
県 成「4 11月 を追記 内容を確認 こ
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県 成「4 11月 を追記 内容を確認 こ
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